
「春日井市産業振興アクションプラン」策定にかかるアンケート調査　調査項目（案）

区分 № 経年比較 備考（プランへの活用イメージ）

1 ○

2

3

4 ○

４-1 従業員数に占める非正規雇用の割合

４-2 障がいのある従業員の人数

４-3 定年後の再雇用者の人数

４-4 外国人従業員の人数

5

6

６-1 経営者の区分

６-2 経営者の性別

６-3 経営者の年齢

６-4 経営者となってからの年数

６-5 事業継承の意向

６-6 後継者の予定

7

8

8-1 増加している場合の主な要因

8-2 減少している場合の主な要因

9

10

11

12

12-1 取り組みたい新規事業等の分野

13

13-1 事業の全般的な業況 ○

13-2 雇用人員 ○

13-3 生産・営業用設備 ○

13-3 資金繰り ○

14 ○

15 ○

16 ○

17

18

18-1 確保できていない場合、その理由

19

20

20-1 現在、取り組んでいること

20-2 今後、取り組みたいこと

21

22

22-1 採用・登用にあたって特に活用したい人材

23

23-1 現在、活用していること

23-2 今後、活用したいこと

24

24-1 現在、活用していること

24-2 今後、活用したいこと

25 ○

26

27 ○

27-1 プランをどこで知ったか

28

28-1 現在の満足度

28-2 今後の重要度

29

29-1 期待する分野（行政・商工会議所） ○

29-2 期待する機能（行政・商工会議所） ○

設問以外の課題やニーズを把握する。

働き方改革やワーク・ライフ・バランス推進で行っていること

製品・商品の納入・販売先（市内・県内、東海圏等）

春日井市の強み・弱みの把握を行う。
（業種別、規模別、操業年数別クロス集計を
行う）

今後の春日井市での事業継続の意向

春日井市で事業を行うことのメリット

昨年度の売上高

業種

従業員の平均年齢

対象企業の属性の把握を行う。
企業を構成する従業員の状況を把握すること
で、「多様な人材の活用」等に関する施策立
案の資料とする。

事業所の経営形態

事業継続年数

春日井市、春日井商工会議所に期待すること

働き方改革やワーク・ライフ・バランス推進における課題

補助金、助成金の活用等で実際に活用したことがある産業支援機関

春日井市で事業を行うことのデメリット

事業所対象調査（13ページ、配布数：1,000部）　　郵送配布・郵送回収（想定回収率：30～40％）　　

事業の状況と今後の見通しを把握する。
（業種、規模別のクロス集計を行う）

市外・県外・国外などとの取引状況の確認を
行う。（業種別のクロス集計を行う）

業況について最近１年間の状況と今後１年間の見通し

売上高の変化（５年前くらいと比較しての増減）

従業員数

補助金、助成金の活用等で相談したことがある産業支援機関

質問項目

対象企業の属性の把握、他の設問と掛け合わ
せるクロス集計を行うための情報の把握。

回答事業所の
属性

市や商工会議
所の支援施策

について

 「春日井市産業振興アクションプラン」の認知度

多様な人材の育成・活躍促進に向けた意向
人材の育成や
事業環境の整
備等について

地震等の災害に対する備えで行っていること・行いたいこと

春日井市が実施している企業活動支援施策の満足度と重要度

経年比較を行うことにより、プランの認知度
の変化・浸透度を把握する。

人材が確保できているか

現在の事業の
状況と見通し

について

経年比較が可能なものについて、景況感や投
資意欲の変化を確認する。

自由記述

事業所のＰＲで活用している媒体・今後活用したい媒体

春日井市での企業活動への評価

今後５年間の事業展開の見通し

原材料や商品等の仕入れ先（市内・県内、東海圏等）

春日井市での
事業活動につ

いて

人材育成やダイバーシティに関する動向の把
握と支援施策検討のための資料とする。
（業種別、規模別クロス集計を行う）

人材育成のために取り組んでいること

今後の市や商工会議所が行う取組・注力する
分野を検討するための基礎資料とする。

働き方改革やWLB、事業活動のPR、防災・
災害時対策などの各分野での取組状況と今後
の意向を把握することで、支援施策検討の基
礎資料とする。
（業種別・規模別のクロス集計を行う）

経営者について

経営者の状況や事業継承の状況を把握する。
また、経営者の属性別にニーズや課題を把握
をする場合のクロス集計に活用することを想
定。

事業実施にあたっての課題 今後、拡大が見通される分野等の把握と必要
な支援施策の検討に活用する。（業種別、規
模別のクロス集計を行う）

相談や支援の利用状況を把握する。

満足度と重要度をかけあわせ、支援施策の重
みづけに活用する。（ポートフォリオ分析：
満足度が低く、重要度が高い施策が今後の重
点になりうる）

資料２－１ 補足資料２


